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方面の要望を受けて「国立国語研究所設置法」が 1948 年 12 月 20 日に公布施行され，国家的な国語
研究機関である国立国語研究所の設置が実現したのである。この後，独立行政法人（2001 年 4 月 1











































































　前川喜久雄　　言語資源研究系長 / 教授 / コーパス開発センター長
　横山　詔一　　理論・構造研究系 / 教授 / 研究情報資料センター長














































































































































































































　共同研究プロジェクトとして，基幹型（15 件），領域指定型（7 件），独創・発展型（8 件），萌芽・
































他と項交替（Valency Classes and Alternations in Japanese）」を開催し，招待講演（17 件）
と公募による若手研究者ポスター発表（7 件）を実施した。（2012.8.4-5，参加者延べ 264 名）
　　② 招待講演に基づく論文集Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and 















　　②  Taro Kageyama and Hideki Kishimoto （eds.） The Handbook of Japanese Lexicon and 































① アクセントと促音に関する国際会議を NINJAL 国際シンポジウム（ICPP 2013）として実施し，
国内の研究成果（合計 28 件の発表，うちプロジェクトから 11 件）を発信した。
② これまでの国際会議（ISAT 2010， GemCon 2011）の成果を編集して海外の専門誌に投稿した
結果，ISAT 2010 の論文 8 本がLingua 122 巻 13 号（特集号，Special Issue on ‘Varieties of 
Pitch Accent Systems’）に刊行された。また GemCon 2011 の論文 3 本がJournal of East Asian 
Linguistics 特集号（22 巻 4 号）に採択された（2013.11 月号に刊行）。
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③ 年 5 回の研究成果発表会と国際シンポジウム（ICPP 2013）（計 12 日）を東京（3 回），関西（2
回），九州（1 回）で開催した。すべてを公開とした結果，第 1 ～ 3 回発表会だけで合計 83 名（う
ち共同研究員以外 39 名，47％）の参加を得た。また発表を公募とした結果，合計 90 件（全 5 回
＋国際シンポジウム）の研究発表のうち 55 件（61％）が共同研究員以外（主に若手研究者）の
発表であった。


































章の担当者を決定した。ドイツの Mouton 社との交渉が進み，英語版（仮称：Perspectives on 
Rendaku: Sequential Voicing in Japanese Compounds）の出版が内定した。
２．12 月にマーク ･ アーウィン共同研究員と宮下瑞生共同研究員が「連濁データベース」の試用
版を公開した。
３．プロジェクト共同研究員による査読付き論文 4 件が専門雑誌に掲載された。
４．“連濁事典”で取り上げる課題の 1 つが ｢連濁の方言差｣ であるので，総合地球環境学研究所
から援助を受け，5 月 29 日～ 30 日に山形県河北町で方言調査を実施した。
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５．2 回（計 4 日）のプロジェクト研究成果発表会を山口市（6 月 2 日～ 3 日）と東京都（11 月 17
日～ 18 日）で開催し，合計 11 件の研究発表を行なった。2 月 17 ～ 18 日に第 8 回音韻論フェ
スタも窪薗班（プロジェクト名：｢日本語レキシコンの音韻特性｣）と共催した。
６．1 月 25 ～ 27 日に国際シンポジウム（ICPP2013）を窪薗班と共催した（参加者数：約 130 名，









































































③ 【研究成果の発信】2012 年 8 月に，昨年度実施した沖縄県宮古島の調査の報告書『南琉球宮古

































































































































































　「岡崎のテイタダク」の頻用をヒントに集計を進め，New Ways of Analyzing Linguistic 
































































本年度開催の第 2 回では 40 件，第 3 回では 54 件の研究発表があり，約半数が一般からの応募であっ
た。これとは別に，語彙・文法・表記の研究を中心とする専門家グループ，音声・対話に関する研
究グループによる共同研究も実施しており，一部の共同研究員には委託研究を依頼した。本年度の
成果物としては，英国Routledge社よりFrequency Dictionary of Japanese （Y.Tono, M.Yamazaki, K. 








































































２．12 年度には，両班を合わせて 5 回の研究発表会を行った。そのほかに 2013 年 3 月，言語対照
研究系の合同発表研究会の形で行い，プロジェクト内外の出席者が 100 人を超えた。そのほか
に，米コーネル大学で研究発表会を主催し，プロジェクトメンバーを招き発表してもらった。
① ムートン社ハンドブック（Handbook of the History of the Japanese Language）の執筆者 42 名
から承諾を得，各章の要旨を含めた出版計画を出版社に提出し，出版契約を結んだ。各章の提出
締め切りを 2013 年 4 月 1 日に定めた。「統語論班」のメンバーを幾人か執筆者として要旨を出し
てもらい，Nominalizations as a source of main clause grammar という題目で John Benjamins
社の言語類型論学シリーズ Typological Studies in Language に提出する予定である。「音韻
再建」のメンバー 3 人がKorean Linguistics（オランダ Brill 社）の特集号 “Korean Historical 
Linguistics” に論文を投稿した。






































　また，当初の目標に加えて，言語類型論班のメンバーを中心に，Mouton 社Handbook of 





























　プロジェクトリーダーは，韓国語話者 3 名，中国語話者 3 名の日本語学習者の 3 年間の縦断














　また，海外 19 地域，12 の異なった母語の日本語学習者の言語コーパスの構築のためのグランド































































































































































































































































































査，実時間調査の手法を用いて行うことを目的とする。2011 年に刊行された Peter Trudgill の
Sociolinguistic Typology（Edinburgh University Press）をその類型化の手がかりとし，日本国内
外で形成された地域社会（地方都市，ニュータウン，移民社会）をフィールドとした調査研究を実












である Paul Kerswill 氏を日本に招き，時空間変異研究系主催の JLVC Talk での講演をはじめとし
て，関連テーマについて議論した。研究成果の国際的な発信の場として，NWAVAP（New Ways 






























研究員間で共有化した。これにより研究期間中に合計 119 項目（地図化されている項目，240 項目
のほぼ半数）まで整備した。データの一部（55 項目）を用いた分析を行った。これまで LAJ の全
国的な視野での計量的分析は多くは個々に手作業で作成した県単位の集計データによるものであっ









































































16 編，発表・講演 38 件として公表した。







































































































































































































































　プロジェクト全体として，論文 4 件，報告書 2 件，発表・講演 9 件を公表した。

























































































































できるように多くの情報が付与されていることが望ましい。欧米では，1 億語規模の BNC に対し，
















































































































































































































































































































































































　　影山太郎 編『日英対照 名詞の意味と構文』大修館書店 pp.57-58.
　角田太作
　　角田太作 著A Grammar of Warrongo, De Gruyter Mouton pp.59-60.































〈Research by Invited Scholars〉
　Bjarke Frellesvig（ビャーケ・フレレスビッグ）
　　  “Remarks on the Verb suru in Old Japanese ─ A Corpus Based Study” pp.152-177.
　Peter Edwin Hook（ピーター・フック）












各年度に 2 回（5 月と 11 月），オンラインと冊子体の両形態で発刊している。




















○第 4 号（2012 年 11 月）
　井上史雄，金 順任，松田謙次郎
　　「岡崎 100 年間の「ていただく」増加傾向 ─受恵表現にみる敬語の民主化─」pp.1-25.
　Mark Irwin（アーウィン・マーク）













○ NINJAL フォーラムシリーズ 2『日本語文字・表記の難しさとおもしろさ』（2012 年 6 月 29 日）
























　 動詞連用形＋動詞型の複合動詞の使用例を Web から収集し，共起する格関係などが分かるように
したデータベース。
・複合動詞レキシコン（開発版）






　 1949 年から 2009 年 3 月までの新聞記事の切り抜きを電子化し，検索できるようにしたもの。2009
年以前からの継続公開。
・米国議会図書館蔵『源氏物語』翻字本文





































































　 1966 年～ 1974 年にかけて刊行した『日本言語地図』に掲載された全地図の画像を PDF 形式で公
開したもの。
・方言文法全国地図
































○ NINJAL International Symposium on Valency Classes and Alternations in Japanese
　国際シンポジウム「日本語の自他と項交替」
　ドイツ・マックスプランク進化人類学研究所（MPI-EVA）との研究協力により，日本語動詞の自
他交替と項交替に関する国際シンポジウムを国立国語研究所で 2012 年 8 月 4 日～ 5 日に開催した。
下記 17 件の招待講演の他，一般応募のポスター発表７件（若手研究者を含む）を実施し，264 名の
参加者を得た。
　8 月 4 日
　開催挨拶：影山太郎（所長）
　講演
　　Andrej Malchukov （University of Mainz, MPI-EVA）
　　　  “Markedness eﬀects in valency changing operations”
　　Søren Wichmann （MPI-EVA）
　　　  “A typological study of verbal semantic constraints on syntactic alternations”
　　Peter Hook （University of Michigan） and Prashant Pardeshi （NINJAL）
　　　  “ Rigidity versus laxity in valency retention: A contrastive study of complex predicates in 
Japanese and Indo-Aryan”
　　Yo Matsumoto （Kobe University）
　　　  “ Morphological, phonological, and semantic subregularities in causative-inchoative verb 
pairs in Japanese: A schema-based account”
　　Kan Sasaki （Sapporo Gakuin University）
　　　  “Anticausativization in the northern dialects of Japanese”
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　　 Ayumi Matsuo （Kobe College; presenter）, Letitia Naigles, Gary C. Wood, and Sotaro Kita 
（University of Birmingham）
　　　  “ Japanese children's use of morphosyntax and argument structure to infer meaning of novel 
transitive and intransitive verbs”
　　 Yasuhiro Shirai （University of Pittsburg/NINJAL） and Zoe Luk （University of Pittsburg, The 
Hong Kong Institute of Education）
　　　  “Transitivity alternation in second language acquisition”
　　Keiko Murasugi （Nanzan University）
　　　  “ Children's ‘erroneous’ intransitives, transitives, and causatives and the implications for 
syntactic theory”






　　Bjarke Frellesvig （University of Oxford/NINJAL） and John Whitman （NINJAL）













○ International Workshops on Corpus Linguistics and Endangered Dialects
　国際会議第 22 回 Japanese/Korean Linguistics Conference（下記）のサテライト行事としてコーパ
ス言語学と危機方言の 2 つのワークショップを 2012 年 10 月 11 日に国立国語研究所で開催した。下
記の 8 件の招待講演に加え，一般応募のポスター発表を実施した。参加者：80 名
　Corpus linguistics
　　Lynne Flowerdew （Hong Kong University for Science and Technology）
　　　  “Corpus Linguistics and English for Speciﬁc Purposes”
　　Kikuo Maekawa （NINJAL）
　　　  “ The Corpus of Spontaneous Japanese and Its Application to the Study of Japanese 
Phonetics”
　　Prashant Pardeshi （NINJAL）, and Shiro Akasegawa （Lago Institute of Language）
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　　　  “NINJAL-LWP for BCCWJ: A Lexical Proﬁling Based Browsing System”
　　Mats Rooth （Cornell University）
　　　  “Harvesting Speech Datasets for Linguistic Research on the Web”
　Endangered dialects
　　Martin Holda and Akihiro Kaneda （Chiba University） 
　　　  “The Hachijō Dialect̶Comparison with Eastern Old Japanese”
　　Seung-Chul Jung （Seoul National University）
　　　  “On the Jeju Dialect of Korean”
　　Ross King （University of British Columbia）
　　　  “ Endangered Korean dialects in the former USSR and the 'Soviet Korean' that could have 
been: 150 years of Koremar”
　　Akiko Matsumori （Japan Women's University/NINJAL）
　　　  “Synchronic and diachronic issues in Ryukyuan phonology”
○第 22 回 Japanese/Korean Linguistics Conference（J/K22）
　海外に拠点を持つ国際会議として Japanese/Korean Linguistics Conference を国立国語研究所に誘
致し，2012 年 10 月 12 日～ 14 日に開催した。下記の招待講演のほか，一般応募の口頭発表とポスター
発表を実施した。この会議では過去最高の 206 名の参加者を得た。
　開会挨拶：影山太郎（所長）
　Day 1 （October 12）
　　Akira Watanabe （University of Tokyo）
　　　  “1-Deletion: Measure nouns vs. classiﬁers”
　　Seungjae Lee （Seoul National University）
　　　  “Some Korean/Japanese linguistic implications of Korean wooden tablet writings”
　Day 2 （October 13）
　　Masayoshi Shibatani （Rice University）
　　　  “Genitive modiﬁers ̶ ga/no conversion revisited ̶”
　　Agnes Kang （University of Hong Kong）
　　　  “Korean discourse and identity: Lessons from heritage language research”
　Day 3 （October 14）
　　Michael Kenstowicz （Massachusetts Institute of Technology）
　　　  “The adaptation of contemporary Japanese loanwords into Korean”
　　Satoshi Kinsui （Osaka University）
　　　  “The status quo of ‘role language’ research”
○ NINJAL International Conference on Phonetics and Phonology 2013 （ICPP2013）
　国内外の第一線の研究者を集め，日本語音声学・音韻論の国際シンポジウムを 2013 年 1 月 25 日～
27日の3日間にわたって国立国語研究所で開催した。下記6件の招待講演を含む計23件の口頭発表と，
計 27 件のポスター発表を実施した。参加者：136 名
　Welcome：影山太郎（所長）
　DAY 1: Rendaku and voicing / Geminate consonants 
　　Keren Rice （University of Toronto）
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　　　  “Sonorant obstruents revisited”
　　Takanori Hirano （Yamaguchi University）
　　　  “A rule-application approach to Rendaku”
　　Yukari Hirata （Colgate University）
　　　  “The interplay among various durational units in Japanese stop quantity distinction”
　DAY 2: Geminate consonants / Accent and tone 
　　Anders Lofqvist （Haskins Laboratories）
　　　  “Articulatory kinematics in long and short consonants” 
　　Ray Iwata （Kanazawa University）
　　　  “On the context dependent/independent tonal neutralization in Chinese dialects”
　　Larry Hyman （University of California, Berkeley）
　　　  “Towards a typology of postlexical tonal neutralizations”
Ⅱ．研究系主催の国際会議
○  NINJAL Diachronic Corpus Project ‒ Oxford VSARPJ Project Joint Symposium: Corpus Based 
Studies of Japanese Language History
　オックスフォード大学との研究協力に基づき，言語資源研究系が中心となって〈国立国語研究所・





　　　「日本語通時コーパスの設計」（Design of a Japanese Diachronic Corpus）
　　ビャーケ・フレレスビッグ（国立国語研究所客員教授，オックスフォード大学）




　　Stephen Wright Horn （University of Oxford）
　　　  “On accusative case marking in Old Japanese”
　　岡部嘉幸（千葉大学），村上 謙（埼玉大学）
　　　「デハナイ，デナイ，ジャナイ ─近世における否定表現一斑─」
　　Dan Trott （University of Oxford）
　　　  “On tense and aspect in Old Japanese”
　　小木曽智信（国立国語研究所）
　　　「中古和文における語彙の文体差」
　　Kerri Russell （University of Oxford）
　　　  “Noun incorporation in Old Japanese”
　　田中牧郎（国立国語研究所）
　　　「近代書き言葉における文語法から口語法への推移─『太陽コーパス』の助動詞の分析を通して─」
　　Peter Sells （University of York）
　　　  “On null pronouns in Old Japanese”
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○ New Ways of Analyzing Variation and Change in the Asia-Paciﬁc Region 2
　時空間変異研究系が中心となって，言語変化と言語変異に関する国際会議 New Ways of Analyzing 
Variation and Change in the Asia-Paciﬁc Region 2 を 2012 年 8 月 1 日から 4 日まで 4 日間にわたっ
て国立国語研究所及び統計数理研究所で開催した。下記 2 件の招待講演のほか，一般応募の口頭発表
38 件とポスター発表 12 件を実施した。参加者：120 名
　　J.K. Chambers
　　　  “Professor Shibata's haha and other sociolinguistic insights”
　　Junko Hibiya
　　　  “The velar nasal in Japanese revisited”
Ⅲ．その他の国際会議
○「ヒト・穀物・言語の拡散 ─北海道・琉球語を中心に」シンポジウム
　2013 年 2 月 23 日～ 24 日（総合地球環境学研究所）
　2 月 23 日
　　Opening ─ Yo-Ichiro Sato and John Whitman
　　Gina Barnes （SOAS, University of London）
　　　  “Farming Tephra: Limitations to the spread of agriculture in Japan”
　　　「テフラ地域の農業：耕作拡大の限界」
　　Yo-Ichiro Sato （Research Institute for Humanity and Nature）
　　　  “The movement of crops in the Old World: The role of nomadic pastoralists”
　　　「旧大陸における穀物の移動 ─遊牧民の関与はなかったか？─」
　　Naruya Saitou （National Institute of Genetics）
　　　  “ In search of Japanese Archipelago people's history based on Ainu-Ryukyu common 
ancestry hypothesis”
　　　「アイヌ琉球同系説から出発する日本列島人史の探究」
　　Kazuo Miyamoto （Kyushu University）
　　　  “An archaeological explanation for the diﬀusion theory of the Japonic and Koreanic Languages”
　　　「原日本語・原韓国語伝播説を考古学的に考える」
　　Peter Bellwood （Australian National University）
　　　  “ Human migration, reasons for it, and the unlikelihood of continental scale language shift as 
the main factor to explain language families”
　　　「ヒトの移動とその動機および大陸規模での言語移行の不可能性について」
　2 月 24 日
　　Alexander Vovin （University of Hawaii）
　　　  “On the Linguistic prehistory of Hokkaido”
　　　「北海道の言語先史について」
　　Ryuji Ishikawa （Hirosaki University）
　　　  “ The origins of fragrant rice and early heading rice in Japan and their dispersal to northern 
regions, including Hokkaido”
　　　「香り米や早生イネ品種の起源と北海道を含日本北方地域への拡散」
　　Takehaya Matsumoto （Tokai University）




　　Thomas Pellard （CNRS, France）
　　　  “Language dispersal in the Ryukyu Islands”
　　　「琉球列島における言語の拡散」
　　Mark Hudson （University of West Kyushu）






































　　　  “ Identiﬁcation of English primary stress by Japanese listeners and bias toward word-ﬁnal 
stress: Due to F0 patterns or an inﬂuence from Japanese”
　　ピンテール・ガーボル








　　Donna Erickson, Ian Wilson 




　　　  “The ban on adjunct ellipsis in child Japanese”
　　中村 隆








　Japanese Language Variation and Change （JLVC） Conference 2013
　2013 年 3 月 20 日（国立国語研究所）








































○第二回 JLVC（Japanese Language Variation and Change）講演会
　2012 年 4 月 11 日
　　Paul Kerswill（英国　ヨーク大学）
　　　  “ New-dialect formation: Accommodation and the diﬀerent roles of children, adolescents and 
adults”
○第三回 JLVC（Japanese Language Variation and Change）講演会
　2012 年 10 月 2 日
　　Heinrich Ramisch（ドイツ　バンベルク大学）



















































　　　「 メタファー表現の生産性に対する意味の焦点と表現メディアの影響 ─＜急激な増加＞や 
＜大量の存在＞を表す表現の場合─」





























　　　「 BCCWJ に含まれるウェブデータの特性について ─データ重複の諸相と BCCWJ 使用上の
注意点─」









































　　　「「X を Y に（して）」構文における形式動詞「して」の脱落について」
　　木山直毅






　　柏野和佳子，立花幸子，保田 祥，飯田 龍，丸山岳彦，奥村 学，佐藤理史，徳永健伸，大塚裕子，
　　佐渡島紗織，椿本弥生，沼田 寛
　　　「BCCWJ 図書館サブコーパス全テキストへの文体情報付与結果の分析」





















































































　NINJAL Typology Festa 2013
　2013 年 3 月 23 日～ 24 日（国立国語研究所）
















　　Peter Hook （University of Virginia/Michigan） & Prashant Pardeshi （NINJAL）








　　　  “ A crosslinguistic video study of motion event descriptions: Manner, path and deixis 













○ Open Symposium “Back to the Future”
　Palau's Japanese Era and its Relevance for the Future
　2012 年 6 月 18 日（パラオ コミュニティ カレッジ（コロール））参加者：75 名
　　Daniel Long　“Archiving the Japanese language oral history of the Palau”
　　Shinji Sanada　“A Japanese-lexicon creole in Taiwan”
　　Yoshiyuki Asahi　“The importance of linguistic research on the former Japanese colonies”
　　Junko Konishi　“The Japanese inﬂuenced songs in Palau”
　　Shingo Iitaka　“Reviewing visual images of Parau from the Japanese administration era”
　　Keisuke Imamura　“Why is it important for Japanese to know about Palau's past?”
　　Ryota Yoshida　“Why is the archival of Palauan songs important for the future?”
　　Shan-Hua Chien　“The Web Museum of Palauan Music”
　　Vivian, Chiao-Wen Chiang　“Constructing the Austronesian Music Museum”
　　Howard Charles　“The impact of music education and performance in Palau's 2011-12 school year” 
　　Osamu Yamaguchi　“ Transgender love songs of Belau and Japan favouritely sung by Belau 
people with emphasis on the 1960s”
○日本語の配慮表現の多様性






























































































































































　2012 年 10 月 31 日（南山大学名古屋キャンパス）
　　Susan Fischer （CUNY Graduate Center）
　　　  “Historical change in sign languages”
　2012 年 12 月 23 日（南山大学 名古屋キャンパス）
　　Thomas Hun-tak Lee and Zhuang Wu （Chinese University of Hong Kong）
　　　  “ The acquisition of nominal structure, word order and referentiality in Chinese: Corpus and 
experimental ﬁndings”
　　杉崎鉱司（三重大学）
　　　  “On the learnability of Japanese scrambling”
　　酒井 弘（広島大学）
　　　  “ Cognitive neuroscience of linguistic diversity -A view from an ERP study on Japanese 
honoriﬁc processing-”
　　齋藤 衛（南山大学）
　　　  “On the role of selection in syntactic word formation”
○複文構文の意味の研究
　プロジェクトリーダー　益岡隆志（神戸市外国語大学）











































　　　「埼玉県特殊アクセントにおける 3 拍名詞の音調 ─久喜市高年層に見られるゆれ─」
　　コメント：佐藤亮一






















































　2013 年 3 月 19 日（国立国語研究所）
　　原田幸一（国立国語研究所）
　　　「岡崎敬語調査基本データ ─テイタダクグラフ集解説─」









　2012 年 6 月 18 日（パラオコミュニティカレッジ）
　　Daniel Long （Tokyo Metropolitan University）
　　　  “Archiving the Japanese language oral history of Palau”
　　Keisuke Imamura （Tokyo Metropolitan University）
　　　  “Why is it important for Japanese to know about Palau's past?”
　　Yoshiyuki Asahi （NINJAL）
　　　  “The importance of linguistic research on the former Japanese colonies”
　　Shinji Sanada （Nara University/NINJAL）
　　　  “A Japanese-lexicon creole in Taiwan”

























　2012 年 8 月 25 日（東北大学）











































　2012 年 4 月 7 日（国立国語研究所）
　　Paul Kerswill （University of York）
　　　  “Community type, dialect contact and change”
○近現代日本語における新語・新用法の研究
　プロジェクトリーダー　新野直哉
























































　2012 年 2 月 16 日（国立情報学研究所）ことば・認知・インタラクション（内容は p.92 に掲載）
　2012 年 2 月 17 日（国立情報学研究所）会話を通じた相互信頼感形成（内容は p.93 に掲載）

































　2013 年 2 月 7 日（国立国語研究所）













































































　　　「ツングース祖語母音体系の再検討 ─ RTR の母音調和を想定して」




























　2013 年 3 月 21 日（名古屋国際センター）
　　田村幸誠（滋賀大学）
　　　「ユピック語の移動表現」（Skype 発表）















　2013 年 1 月 5 日～ 6 日（国立国語研究所）





























　　 木下藍子（国立国語研究所非常勤研究員），小西 円（国立国語研究所非常勤研究員），李 在鎬（筑
波大学），迫田久美子（国立国語研究所）
























　2013 年 2 月 23 日（富山県総合福祉会館サンシップとやま）


































　2013 年 3 月 2 日（京都教育大学）
　　庵 功雄（一橋大学）






























究所で開催している。2012 年度は下記 12 件を開催した。
○第 22 回　2012 年 4 月 17 日
　Johan van der Auwera（ベルギー アントワープ大学）
　　  “On the typology of human impersonal pronouns”
90 Ⅱ 共同研究と共同利用
○第 23 回　2012 年 5 月 29 日
　Bjarke Frellesvig（英国 オックスフォード大学）
　　「上代日本語の「スル」について ─コーパスによる研究」
○第 24 回　2012 年 6 月 5 日
　宮川 繁（米国 マサチューセッツ工科大学）
　　「である／ます：主文においての Agreement 現象」
○第 25 回　2012 年 6 月 8 日
　鄭 秋豫（Chiu-yu Tseng）（台湾 中央研究院語言學研究所所長）
　　  “Discourse association and information weighting in continuous speech data”
○第 26 回　2012 年 7 月 17 日
　陳 力衛（Liwei Chen）（成城大学）
　　「近代語資料と漢語研究」
○第 27 回　2012 年 9 月 26 日
　Mary E. Beckman（米国 オハイオ州立大学）
　　  “Phonological development in the midst of phonological change”
　　「通時的音韻変化の渦中での音韻発達」
○第 28 回　2012 年 12 月 11 日
　西原鈴子（国際交流基金日本語国際センター所長）
　　「日本語教育の潮流」
○第 29 回　2013 年 1 月 24 日
　Larry M. Hyman（米国 カリフォルニア大学バークレー校）
　　  “Why there is no canonical pitch-accent system”
○第 30 回　2013 年 2 月 19 日
　岩崎勝一（米国 カリフォルニア大学ロサンゼルス校）
　　「多重文法：話し言葉と書き言葉の文法を超えて」
○第 31 回　2013 年 2 月 26 日
　斎藤 衛（南山大学）
　　「文構造を決定するメカニズム：形態論から語用論まで」
○第 32 回　2013 年 3 月 19 日
　Edith Aldridge（米国 ワシントン大学）
　　「変体漢文の語順の一貫性：『古事記』，『日本霊異記』，『将門記』における一定の原則について」
○第 33 回　2013 年 3 月 26 日
　Abigail Cohn（米国 コーネル大学）





交換を行う場である。外部からの聴講も歓迎している。2012 年度は第 69 回から第 86 回までを開催
した。
○第 69 回　2012 年 4 月 10 日
　ヴォロビヨワ・ガリーナ（外来研究員，キルギス民族大学）
　　「効率的な漢字学習の支援を目指した漢字の分析」
○第 70 回　2012 年 4 月 24 日
　淺原正幸（コーパス開発センター）
　　「超大規模 web コーパスの設計」
○第 71 回　2012 年 5 月 15 日
　野田尚史（日本語教育研究・情報センター）
　　「コミュニケーションのための日本語学習用辞書の構想」
○第 72 回　2012 年 5 月 22 日
　迫田久美子（日本語教育研究・情報センター）
　　「日本語学習者のコミュニケーション ─誤用の原因と運用のストラテジー─」
○第 73 回　2012 年 6 月 19 日
　中野真樹（研究情報資料センター非常勤研究員），渡辺由貴（研究情報資料センター非常勤研究員）
　　「国立国語研究所「日本語研究・日本語教育文献データベース」の有用性」
○第 74 回　2012 年 6 月 26 日
　福永由佳（日本語教育研究・情報センター）
　　「滞日パキスタン人移民の言語使用」
○第 75 回　2012 年 7 月 10 日
　アレキサンダー・ヴォヴィン（言語対照研究系客員教授）
　　「雄鶏に何が起こったか ─『伊勢物語』十四段の難解な歌の新解釈─」
○第 76 回　2012 年 7 月 24 日
　山口昌也（言語資源研究系）
　　「複合動詞データベースの構築と活用」
○第 77 回　2012 年 9 月 11 日
　宇佐美洋（日本語教育研究・情報センター）
　　「「習得」から「参加」へ ─コミュニケーション能力観の変革と評価研究の位置づけ─」
○第 78 回　2012 年 9 月 18 日
　窪薗晴夫（理論・構造研究系）
　　「鹿児島方言の呼びかけイントネーション」
○第 79 回　2012 年 9 月 25 日
　沖 裕子（外来研究員，信州大学）
　　「談話論からみた句末の音調と意味」














○第 83 回　2012 年 12 月 4 日
　前川喜久雄（言語資源研究系）
　　「自発音声中のフィラーの韻律的特徴に関する予備的考察」
○第 84 回　2013 年 1 月 15 日
　松森晶子（日本女子大学，時空間変異研究系客員教授）
　　「複合語アクセントが日本語史研究に提起するもの」
○第 85 回　2013 年 1 月 22 日
　鑓水兼貴（理論・構造研究系非常勤研究員）
　　「首都圏若年層における言語使用の地理的構造に関する一考察」














　　　「第一・第二言語における lexical aspect の習得」
○ことば・認知・インタラクション































　2013 年 3 月 9 日（仙台会場：仙台国際センター）
　2013 年 3 月 19 日（東京会場：一橋大学一橋講堂）
○ 第 31 回社会言語科学会研究大会シンポジウム「「ことば」と「考え方」の変化研究：社会言語学の
源流を追って」

















　　　「社会言語学が Welfare Linguistics であることの理由 ─鶴岡調査の根拠と貢献─」
○シンポジウム「大規模災害と人間文化研究」

















































（2012 年末まで）が 583 件あり，通算で 1000 件を超えた。
・『現代日本語書き言葉均衡コーパス』DVD 版は新規契約が 72 件で通算 190 件。
・『日本語話し言葉コーパス』DVD 版の新規契約は 32 件。
・2012 年 12 月から日本語歴史コーパスの一部（平安和文編，短単位解析済）のオンライン試験公開
を開始した。インターフェースは『中納言』を利用。
・『中納言』の機能強化を実施した。検索条件指定の利便性向上が主要な内容。



















・「国立国語研究所 蔵書目録データベース」を Web 検索できる。
・図書館間文献複写サービス（NACSIS-ILL）により，所属機関の図書館を通して複写を申し込み，
郵送で受け取ることができる。
　　　所蔵資料数（2013 年 2 月 28 日現在）
図書 雑誌
日本語 119,439 冊 5,231 種
外国語 29,430 冊 528 種






























　言語学関係の出版社として傑出した出版活動で世界をリードする De Gruyter Mouton（ドゥ・グ
ロイター・ムートン社　ベルリン／ボストン）からの申し出により，国語研の優れた研究成果を英文
で出版する包括的な協定を 2012 年 7 月に締結した。この協定による第一弾として，2013 年からは，
日本語および日本語言語学の研究に関する包括的な英文日本語研究ハンドブック，Handbooks of 










　柴谷方良（ライス大学 / 国立国語研究所客員教授）Masayoshi Shibatani (Rice University) 
　影山太郎（国立国語研究所 所長）Taro Kageyama (Director-General, NINJAL)
シリーズの構成
全巻英文，各巻 600 ～ 700 ページ
1. Handbook of Japanese Historical Linguistics
  Edited by Bjarke Frellesvig (University of Oxford / NINJAL), Satoshi Kinsui (Osaka University 
/ NINJAL) and John Whitman (NINJAL).
2. Handbook of Japanese Phonetics and Phonology
 Edited by Haruo Kubozono (NINJAL).
3. Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation
 Edited by Taro Kageyama (NINAL) and Hideki Kishimoto (Kobe University).
4. Handbook of Japanese Syntax
  Edited by Masayoshi Shibatani (Rice University / NINJAL), Shigeru Miyagawa (MIT / 
NINJAL) and Hisashi Noda (NINJAL).
5. Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics
  Edited by Wesley Jacobsen (Harvard University) and Yukinori Takubo (Kyoto University / 
NINJAL).
6. Handbook of Japanese Contrastive Linguistics 
 Edited by Prashant Pardeshi (NINJAL) and Taro Kageyama (NINJAL).
7. Handbook of Japanese Dialects
 Edited by Nobuko Kibe (NINJAL) and Tetsuo Nitta (Kanazawa University)
8. Handbook of the Ryukyuan Languages
  Edited by Patrick Heinrich (Dokkyo University), Shinsho Miyara (formerly, University of the 
Ryukyus) and Michinori Shimoji (Kyushu University / NINJAL)
9. Handbook of Japanese Sociolinguistics
  Edited by Fumio Inoue (Meikai University / NINJAL), Mayumi Usami (Tokyo University of 
Foreign Studies) and Yoshiyuki Asahi (NINJAL)
10. Handbook of Japanese Psycholinguistics
 Edited by Mineharu Nakayama (Ohio State University / NINJAL)
11. Handbook of Japanese Applied Linguistics
 Edited by Masahiko Minami (San Francisco State University / NINJAL)
海外の研究者の招聘
　海外の研究者を専任や客員教員（2012 年度新規 8 名）として招へいすると同時に，研究プロジェ
クトに共同研究員として多数の参画を得ている。また，海外の研究者や大学院生が国語研に滞在して



































































































　2012 年 7 月 27 日（富山大学）
○八丈・島ことば調査のつどい
　2012 年 9 月 9 日（東京都八丈島：八丈町保健福祉センター）
○ Workshop on Suspended Aﬃxation
　2012 年 10 月 26 日～ 2012 年 10 月 27 日（米国コーネル大学）
○与論・島ことば調査のつどい
　2012 年 12 月 2 日（鹿児島県大島郡与論町 与論町中央公民館）
○沖永良部・島ことば調査のつどい
　2012 年 12 月 5 日（鹿児島県大島郡和泊町 えらぶ長浜館）
○ことばの文化講演会
　2013 年 3 月 10 日（山形県鶴岡市 鶴岡市中央公民館）
人間文化研究機構関係　公開講演会・シンポジウム
○大規模災害と人間文化研究（関東会場）
　2013 年 3 月 21 日（フクラシア東京ステーション）
○大規模災害と人間文化研究（関西会場）
　2013 年 3 月 24 日（国立民族学博物館）
国語研の一般公開
　研究活動の紹介をするため研究所の公開を行っている。



















　2012 年 7 月 31 日（立川市錦学習館）




ニホンゴ探検 2012 ―1 日研究員になろう！―






























○第 7 回　2012 年 6 月 24 日（北海道大学）
　「日本語教育に生かす第二言語習得研究 ―学習者にとって何が難しいのか―」
　講師：日本語教育研究・情報センター教授 迫田久美子
○第 8 回　2012 年 7 月 26 日（キャンパス・イノベーションセンター東京）
　「連濁の言語学」
　講師：理論・構造研究系教授 ティモシー・J・バンス
○第 9 回　2012 年 8 月 9 日（駅前のぞみビル：仙台市）
　「連濁の言語学」
　講師：理論・構造研究系教授 ティモシー・J・バンス
○第 10 回　2012 年 10 月 28 日（南山大学）
　「日本語教育に生かす第二言語習得研究 ―学習者にとって何が難しいのか―」
　講師：日本語教育研究・情報センター教授 迫田久美子
○第 11 回　2013 年 3 月 8 ～ 9 日（九州大学）
　「方言のフィールド調査法」
　講師：言語対照研究系客員准教授 下地理則







○『中納言』講習会　2013 年 3 月 6 日（国立国語研究所）







































項交替（Valency Classes and Alternations in Japanese）」を開催し，招待講演（17 件）と公
募による若手研究者ポスター発表（7 件）を実施した（2012.8.4-5，参加者延べ 264 名）。
　　② 招待講演に基づく論文集Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and 











　　④ 「複合動詞文献一覧」（PDF）を Web 公開した。




　　②  Taro Kageyama and Hideki Kishimoto (eds.) The Handbook of Japanese Lexicon and Word 











　　 「付加詞主語構文の属性叙述機能」影山太郎・沈 力（編），『日中理論言語学の新展望 2：意味と構文』
pp.27-65. 2012.4.
　Taro Kageyama
　　 “Diversity and uniformity of grammar: When ungrammatical expressions become grammatical”, 











　Taro Kageyama，編集協力 Pavol Štekauer, Salvador Valera, and Livia Kortvelyessy (eds.) 
　　 Word-Formation in the World's Languages: A Typological Survey , Cambridge, Cambridge 
University Press, 2012.4.
　影山太郎




　　 「< 著書紹介 > 影山太郎編著『名詞の意味と構文』（大修館書店）」，『国語研プロジェクトレビュー』
3（1），pp.57-58. 2012.7.
　影山太郎















　　 “Morphological structure and transitivity alternations in compound verbs”（複合動詞の形態構
造と自他交替），NINJAL 国際シンポジウム “Valency Classes and Alternations in Japanese”（日
本語の自他と項交替）2012.8.5.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
 ・ NINJAL 国際シンポジウム「日本語の自他と項交替」（NINJAL International Symposium “Valency 
Classes and Alternations in Japanese”（企画・運営）2012.8.4-5.
【大学院教育・若手研究者育成】















Association for Laboratory Phonology
【学会等の役員・委員】日本言語学会 常任委員・評議員，日本音声学会 評議員，日本学術会議 連携会員，
理化学研究所脳科学研究センター 客員研究員，台湾東呉大学 客員教授，日米教育委員会フルブライ
ト奨学金審査委員，市河三喜賞 審査委員，Member of the Executive Committee，The Association 















１．アクセントと促音に関する国際会議を NINJAL 国際シンポジウム（ICPP 2013）として実施し，
国内の研究成果（合計 28 件の発表，うちプロジェクトから 11 件）を発信した。
２．これまでの国際会議（ISAT 2010，GemCon 2011）の成果を編集して海外の専門誌に投稿し
た結果，ISAT 2010 の論文 8 本がLingua 122 巻 13 号（特集号，Special issue on ‘Varieties of 
pitch accent systems’）に刊行された。また GemCon 2011 の論文 3 本がJournal of East Asian 
Linguistics 特集号に採択された（2013.11 月号に掲載内定）。
３．年 5 回の研究成果発表会と国際シンポジウム（ICPP 2013）（計 12 日）を東京（3 回），関西（2
回），九州（1 回）で開催した。すべてを公開とした結果，第 1 ～ 3 回発表会だけで合計 83 名（う
112 Ⅳ 教員の研究活動と成果














　　 “Introduction : Special issue on varieties of pitch accent systems”, Lingua 122, pp.1325-1334. 
2012.
　Kubozono, Haruo 












　　 「レキシコンと音声研究―アクセント研究を中心に」，関西言語学会 37 回大会シンポジウム「レ
キシコン研究の最前線」（甲南女子大）［発表・司会］2012.6.2.
　窪薗晴夫
　　 Comments on“A ﬁeld method course of Saudi Arabian sign language”, International Symposium 
on Signed and Spoken Linguistics.（大阪，国立民族学博物館）2012.7.29. 
　窪薗晴夫
　　 “Word-level versus sentence-level prosody in Japanese”, FAJL 6 (6th Conference on Formal 



















・2011.11　福井県越前町 福井県の 3 型アクセント調査
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・関西言語学会第 37 回大会シンポジウム「レキシコン研究の最前線」（企画・運営）2012.6.2.
・International Workshop on Endangered Dialects in Korean and Japanese（企画・運営）2012.10.11.
・第 22 回 Japanese Korean Linguistics Conference（企画・運営）2012.10.12-14.
・日本言語学会 145 回大会ワークショップ「アクセント・トーンの中和」（企画・運営）2012.11.25.






















１．共同研究組織に適切なメンバーを 4 名加え，プロジェクトの最終目的である “ 連濁事典 ” の各
章の担当者を決定した。ドイツの Mouton 社との交渉が進み，英語版（仮称：Perspectives on 
Rendaku: Sequential Voicing in Japanese Compounds）の出版が内定した。
２．12 月にマーク ･ アーウィン共同研究員と宮下瑞生共同研究員が「連濁データベース」の試用版
を公開した。
３．プロジェクト共同研究員による査読付き論文 4 件が専門雑誌に掲載された。
４．“ 連濁事典 ” で取り上げる課題の 1 つが ｢連濁の方言差｣ であるので，総合地球環境学研究所か
ら援助を受け，5 月 29 日～ 30 日に山形県河北町で方言調査を実施した。
５．2 回（計 4 日）のプロジェクト研究成果発表会を山口市（6 月 2 日～ 3 日）と東京都（11 月 17
日～ 18 日）で開催し，合計 11 件の研究発表を行なった。2 月 17 ～ 18 日に第 8 回音韻論フェス
タも窪薗班（プロジェクト名：｢日本語レキシコンの音韻特性｣）と共催した。
６．1 月 25~27 日に国際シンポジウム（ICPP2013）を窪薗班と共催した（参加者数：約 130 名，発






　　 “English announcements on JR commuter trains in Tokyo: Is she a native speaker?”, 
Phonological Studies 15, pp.117-124. 2012.
　ティモシー ･J･ バンス
　　 「 御 雇 外 国 人 Benjamin Smith Lyman の 言 語 研 究（Benjamin Smith Lyman on language: 
Research by a Meiji era foreign advisor）」，『異文化研究』（Journal of Cross-Cultural Studies）6，
pp.89‒107. 2012.
　Timothy J. Vance
　　 “Benjamin Smith Lyman as a phonetician” Journal of Japanese Linguistics 28，pp.31-41. 2012.
《その他の出版物・記事》
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　Timothy J. Vance 
　　 書 評：Review of The Phonology of Japanese (Laurence Labrune，Oxford University Press). 
Lingua 123, pp.168-174. 2013.
【講演・口頭発表】
　Timothy J. Vance and Mark Irwin
　　 “The ﬁrst statement of Lyman’s Law?”, Paris Meeting on East Asian Linguistics（École des 
Hautes Études en Sciences Sociales, Paris）2012.6.
　Timothy J. Vance






・国際シンポジウム「22nd Japanese/Korean Linguistics Conference」（企画・運営）2012.10.













テム開発研究室 研究員（1991），同 情報資料研究部 主任研究官（1995），独立行政法人国立国語研究
所情報資料部門 領域長（2001），同 研究開発部門 グループ長（2006），大学共同利用機関法人人間文




【学会等の役員・委員】大学共同利用機関法人情報・システム研究機構統計数理研究所 運営委員 , 社




2010　社会言語科学会 第 9 回徳川宗賢賞（優秀賞）
2010　国立国語研究所第 1 回所長賞










































　Takashi Nakamura, Takahito Abe, Tadahiko Maeda, Masato Yoneda & Shoichi Yokoyama
　　 “Analysis of language standardization in Tsuruoka, Japan, using Nakamura's Bayesian Age-
Period-Cohort Model”, URBAN LANGUAGE SEMINAR 10 MANAGING LINGUISTIC 
DIVERSITIES , （Utrecht, Holland) 2012.8.
　Takahito Abe, Tadahiko Maeda, Masato Yoneda, Takashi Nakamura & Shoichi Yokoyama
　　 “Design and administration of the fourth survey of language standardization in Tsuruoka, 

























































　Yuichi Ishimoto & Hanae Koiso
　　 “Prosodic features of utterances in the Corpus of Spontaneous Japanese: Intonation phrase-
based approach”, Proceedings of the 15th Oriental COCOSDA（Macau）pp.296-299. 2012.12.
　Igarashi Yosuke & Hanae Koiso
　　 “Pitch range control of Japanese boundary pitch movements”, Proceedings of Interspeech
（Portland）pp.1949-1952. 2012.9.
　Yasuharu Den, Hanae Koiso, Katsuya Takanashi, and Nao Yoshida
　　 “Annotation of response tokens and their triggering expressions in Japanese multi-party 











　　 「日本語話し言葉コーパスを用いた複合境界音調の発言継続表示機能の検討」，『第 2 回コーパス
日本語学ワークショップ予稿集』pp.221-230.（国立国語研究所）2012.9.
　五十嵐陽介，小磯花絵
　　 「句末境界音調のピッチレンジに与える要因：『日本語話し言葉コーパス』の分析」，『第 2 回コー
パス日本語学ワークショップ予稿集』pp.15-24.（国立国語研究所）2012.9.
　石本祐一，小磯花絵
　　 「日本語話し言葉コーパスを用いた統語境界におけるイントネーション句変動の分析」，『第 2 回
コーパス日本語学ワークショップ予稿集』pp.239-246.（国立国語研究所）2012.9.
　土屋智行，伝 康晴，小磯花絵
　　 「会話コーパスの転記方式の相互変換に向けて ─イントネーションに着目して─」，『第 2 回コー
パス日本語学ワークショップ予稿集』pp.117-126.（国立国語研究所）2012.9.
　小磯花絵，前川喜久雄，五十嵐陽介
　　 「『日本語話し言葉コーパス』における韻律単位の認定基準について」，『第 3 回コーパス日本語学
ワークショップ予稿集』pp.351-359.（国立国語研究所）2013.3.
　石本祐一，小磯花絵
　　 「自発発話におけるイントネーション句単位の F0 変動の特徴」，『第 3 回コーパス日本語学ワー
クショップ予稿集』pp.333-342.（国立国語研究所）2013.3.
　土屋智行，伝 康晴，小磯花絵
　　 「会話分析方式への転記変換におけるデータ間・個人間のゆれに関する分析」，『第 3 回コーパス
日本語学ワークショップ予稿集』pp.417-424.（国立国語研究所）2013.3.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】

















科学とコンピュータ研究会 幹事，情報処理学会情報規格調査会 SC2 専門委員会 委員，国際符号化文

































































　　 「近代日本語文献を電子化するための文字集合 ―「太陽コーパス」を JIS X 0213 集合で表現す














　　「文字コード標準化」，『人文情報学月報』第 9 号，http://www.dhii.jp/DHM/dhm09, 2012.4.
　高田智和














―」，2012 International Conference on Japanese Language Education（名古屋大学）2012.8.
　ヴォロビヨワ = ガリーナ，山田ボヒネック頼子，春遍雀來，加納千恵子，徳弘康代，高田智和
　　 「漢字と ICT の活用」，The 5th International Conference on Computer Assisted Systems For 















































































　　 「首都圏若年層における非標準形使用意識の地理的分布」社会言語科学会第 31 回研究大会（国立
国語研究所，統計数理研究所）2013.3.16-17.
　Kanetaka Yarimizu and Harumi Mitsui
　　 “Linguistic survey in the Tokyo Metropolitan area using mobile phone”, New Ways of 





















【職歴】純真女子短期大学 助手（1980），純真女子短期大学 講師（1982），福岡女学院短期大学 講師









































　　 “Intonation system of the Kagoshima dialect in Japan”, FONETIK 2012 , Department of 
Philosophy, Linguistics and Theory of Science, University of Gothenburg, 2012.
　木部暢子















　　 “Intonation system of the Kagoshima Dialect in Japan”, FONETIK 2012 , Department of 





　　 “A study on the phonetic variation in Japanese dialects using the‘Acoustic Linguistic Atlas 
of West Japan”, The First International Conference on Asian Geolinguistics (Aoyama Gakuin 
University) 2012.12.14.
　木部暢子




・2012.9.5 － 9.10　 東京都八丈町，「危機方言」プロジェクト合同調査
・2012.10.2 － 10.4　熊本県八代方言調査，準体句のための調査













































































　　 「方言意識の現在をとらえる ―「2010 年全国方言意識調査」と統計分析―」，『国語研プロジェ
クトレビュー』3（1），pp.26-37. 2012.7.
　相澤正夫





















































　Akiko Matsumori, Takuichiro Onishi
　　 “Japanese Dialects: Focusing on Tsuruoka and Ei” In David N. Tranter (ed.) The Language of 
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　　 「方言形成の要因・過程と分布の変化」，日本語学会 2012 年度秋季大会（富山大学）［招待講演］
2012.11.3. 
　大西拓一郎
　　 「方言形成の基本モデル」，第 2 回国際中国言語地理学会（第二届中国地理语言学国际学术研讨会）
［招待講演］ 2012.10.19. 
　大西拓一郎
　　 「方言地理学における地理情報システムの利用」，日本行動計量学会第 40 回大会（新潟県立大学）
2012.9.16
　Onishi Takuichiro
　　 “Relationship between area and human lives in the dialect formation”, VIIth Congress of the 
International Society for Dialectology and Geolinguistics (SIDG), Austrian Academy of Science, 
(Vienna, Austria) ［招待講演］ 2012.7.24.
　Onishi Takuichiro
　　 “Gerund in Japanese dialects: Forms and geographical distributions”, The 1st International 
































間調査の手法を用いて行うことを目的とする。2011 年に刊行された Peter Trudgill のSociolinguistic 
typology（Edinburgh University Press）をその類型化の手がかりとし，日本国内外で形成された地
域社会（地方都市，ニュータウン，移民社会）をフィールドとした調査研究を実施する。類型化を行









国内外の学会・国際会議で成果報告を行った。2012 年度においては，共同研究員である Paul Kerswill
氏を日本に招き，JLVC Talk での講演をはじめとして，関連テーマについて議論した。研究成果の国

































　　 「19 世紀のおわりの北海道方言に見られる言語的特徴 ―「古老の声」を使って―」，第 198 回北
海道方言研究会例会（札幌北区民センター）2012.6.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “20 years' real-time change in Hokkaido Japanese: A comparison between two regional koines”, 
SIDG 7 (Austrian Academy of Science) 2012.7.
　朝日祥之
　　 「オーラルヒストリーデータの学際的利用と拠点形成について」，
　　 XXII ENCONTRO NACIONAL DE PROFESSORES UNIVERSITÁRIOS DE LÍNGUA, 
LITERATURA E CULTURA JAPONESA (Universidade Federal do Paraná) 2012.8.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “A comparison of real-time language changes in two Japanese koines”, Sociolinguistics 
Symposium 19 (Berlin Free University) 2012.8.
　Mie Hiramoto and Yoshiyuki Asahi
　　 “Use of foreign-origin personal pronouns: Observations in overseas varieties of Japanese”, 
Sociolinguistics Symposium 19 (Berlin Free University) 2012.8.
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　Mie Hirayamoto and Yoshiyuki Asahi
　　 “Use of foreign-origin personal pronouns: Observations in overseas varieties of Japanese”, 
NWAV-AP2 (NINJAL) 2012.8.
　Ichiro Ota, Shoji Takano, Hitoshi Nikaido, Akira Utsugi, Yoshiyuki Asahi
　　 “Sociolinguistic Variation in the Pitch Movement of Japanese Dialects”, NWAV-AP2 (NINJAL) 
2012.8.
　朝日祥之
　　 “Real-time change in intra-speaker variation: evidence from Hokkaido Japanese”, NWAV-AP2 
(NINJAL) 2012.8.
　朝日祥之
　　“Japanese Sociolinguistics: its past, present, and the future”, NWAV-AP2 (NINJAL) 2012.8.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Eﬀect of the community design in the development of new language varieties: two cases from 




　Yoshiyuki Asahi, Toyotomi Morimoto, and Shigeru Kojima
　　 “Interdisciplinary approaches to re-utilize the buried oral history data in Japanese”, 111th 





　　 “Migration and Japanese language in Hokkaido, Sakhalin, and the Kuril Islands: Their socio-






























【職歴】大阪大学文学部 助手（1994）, 国立国語研究所情報資料研究部第二研究室 研究員（1995），





















































究員間で共有化した。これにより研究期間中に合計 119 項目（地図化されている項目，240 項目の
ほぼ半数）まで整備した。データの一部（55 項目）を用いた分析を行った。これまで LAJ の全国的
な視野での計量的分析は多くは個々に手作業で作成した県単位の集計データによるものであったが，













　　 “Development of a Way to Visualize and Observe Linguistic Similarities on a Linguistic 
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Atlas” Working Papers from NWAV Asia-Paciﬁc 2 (the 2nd annual meeting of New Ways of 





的分析 成果報告書 ―言語地図と方言談話資料―』pp.111-128. 2013.3.
　熊谷康雄（共筆）
　　 「共通語形の分布と伝播について」，熊谷康雄（編）『国立国語研究所共同研究報 12-05 大規模方
言データの多角的分析 成果報告書 ―言語地図と方言談話資料―』pp.129-142. 2013.3.
　熊谷康雄
　　 「『日本言語地図』データベースの概要」，熊谷康雄（編）『国立国語研究所共同研究報告 12-05 大
規模方言データの多角的分析 成果報告書 ―言語地図と方言談話資料―』pp.159-164. 2013.3.
【講演・口頭発表】
　熊谷康雄
　　 “Development of a way to visualize and observe linguistic similarities on a linguistic atlas”, 
NWAV Asia-Pacific 2 (the 2nd annual meeting of New Ways of Analyzing Variation and 
Change in the Asia-Paciﬁc Region), （国立国語研究所）2012.8.
　熊谷康雄
　　 「言語地図の計量的分析：『日本言語地図』データベースによる併用現象の地理的分布の探索」，
日本行動計量学会第 40 回大会（特別セッション 方言分布と計量），（新潟県立大学）2012.9.
　熊谷康雄





































　　 「言語規範意識記述を日本語史研究資料としてどう考えるか―3 人の研究者の “ 全然 ” をめぐる記
述を例に―」，『国語学研究』52，pp.1-14. 2013.3.
　新野直哉








　　 「昭和 10 年代の，“ 全然 ” に関する国語学者・浅野信の言語規範意識」日本近代語研究会第 293
回研究発表会（千葉大学）2012.5.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】 






















　文化庁委託事業・国立国語研究所合同研究報告会（2013 年 3 月 9 日，19 日）発表
人間文化研究機構連携研究「大規模災害と人間文化研究」：共同研究員






















第 94 回日本方言研究会 研究発表会（ポスター発表）（千葉大学）2012.5.18.
　小林 隆，田中宣廣，櫛引祐希子，竹田晃子
　　 「つなぐ言葉としての方言 ―被災者・支援者・そして研究者―」，社会言語科学会第 30 回大会（東
北大学）（ワークショップ発表） 2012.9.1.
　竹田晃子



























【学会等の役員・委員】日本音声学会 企画委員長，Phonetica Editorial board
【受賞歴】
2012　日本音声学会優秀論文集「PNLP の音声的形状と言語的機能」，『音声研究』15 巻 1 号
2012　国立国語研究所第 4 回所長賞



















　本年度開催の第 2 回では 40 件，第 3 回では 54 件の研究発表があり，約半数が一般からの応募であっ
た。これとは別に，語彙・文法・表記の研究を中心とする専門家グループ，音声・対話に関する研究グルー
プによる共同研究も実施しており，一部の共同研究員には委託研究を依頼した。本年度の成果物とし
ては，英国 Routledge 社よりFrequency Dictionary of Japanese (Y.Tono, M.Yamazaki, K. Maekawa, 
2013 年 2 月）が刊行された。これは『日本語話し言葉コーパス』と『現代日本語書き言葉均衡コーパス』
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のデータをブレンドして作成した現代日本語の頻度辞書である。さらに朝倉書店より刊行予定の『講
座日本語コーパス』第 1 巻の刊行準備を進め，ほぼ完了させた。学会賞の受賞が 4 件あった。
【研究業績】
《著書・編書》
　Yukio Tono, Makoto Yamazaki, and Kikuo Maekawa
　　A Frequency Dictionary of Japanese; Core Vocabulary for Learners , Routledge, 2013.2.
《論文・ブックチャプター》
　Masako Fujimoto and Kikuo Maekawa
　　 “Paralinguistic information affects phonation types: A case study using high-speed video 
images”，Acoustical Science and Technology 34(2), pp.89-93. 2013.2. 
　Nozomi Naoi, Shigeru Watanabe, Kikuo Maekawa, Junko Hibiya
　　“Prosody discrimination by Songbirds (Padda oryzivora)”, PLoS ONE 7(10) e47446 2012.10. 
《国際会議録》
　Kikuo Maekawa
　　 “Prediction of non-linguistic information of spontaneous speech from the prosodic annotation: 
Evaluation of the X-JToBI system”, LREC 2012 (Istanbul) 2012.5.
《その他の出版物・記事》
　前川喜久雄












　　 「BCCWJ 係り受け関係アノテーション付与のための文境界再認定」，『第 3 回コーパス日本語学
ワークショップ予稿集』pp.135-142.（名古屋大学）2013.3.
　淺原正幸，前川喜久雄
　　 「Web を母集団とした超大規模コーパスの設計」，『第 3 回コーパス日本語学ワークショップ予稿
集』pp.207-216.（国立国語研究所）2013.3.
　小磯花絵，前川喜久雄，五十嵐陽介








　　 『国立国語研究所における言語資源開発の近況』，台湾東呉大學外國語文學院 2013 年「語料庫外
語教學研究」國際検討会，2013.3.17.
　Kikuo Maekawa
　　 “Advances in the phonetics of spontaneous speech: Corpus-based analysis of Japanese”, The 
























































　　 「近代語テキストの形態素解析」，『近代語コーパス設計のための文献言語研究 成果報告書』 
pp.83-92.（国立国語研究所）2012.12.
　小木曽智信
　　 「研究資料（現代）（特集 2010 年・2011 年における日本語学界の展望）」，『日本語の研究』8（3），
pp.14-17. 2012.7.
《国際会議録》
　Toshinobu Ogiso, Mamoru Komachi, Yasuharu Den and Yuji Matsumoto
　　 “UniDic for Early Middle Japanese: A dictionary for morphological analysis of classical 
Japanese”, Proceedings of the 8th International Conference on Language Resources and 



























　　 「通時コーパス用『中納言』：Web ベースの古典語コンコーダンサー」，第 2 回コーパス日本語学
ワークショップ（国立国語研究所）2012.9.6.
　近藤明日子，小木曽智信，須永哲矢，田中牧郎
　　 「『明六雑誌コーパス』の開発 ―近代語コーパスのモデルとして―」，第 2 回コーパス日本語学ワー
クショップ（国立国語研究所）2012.9.7. 
　市村太郎，河瀬彰宏，小木曽智信
　　 「近世口語テキストの構造化とその課題」，『第 96 回人文科学とコンピュータ研究会報告』2012-
CH-96(1)pp.1-8.（国文学研究資料館）2012.10.12.
　田中牧郎，高田智和，小木曽智信，近藤明日子，岡島昭浩，小野正弘











　　 「百億語のコーパスを用いた日本語の語彙・文法情報のプロファイリング」，第 3 回コーパス日本
語学ワークショップ（国立国語研究所）2013.2.28.
　小木曽智信，須永哲矢，冨士池優美，中村壮範，田中牧郎，近藤泰弘
　　 「『日本語歴史コーパス 平安時代編』先行公開版について」，第 3 回コーパス日本語学ワークショッ
プ （国立国語研究所）2013.3.1.
　市村太郎，河瀬彰宏，小木曽智信




















































　 柏野和佳子，立花幸子，保田 祥，飯田 龍，丸山岳彦，奥村 学，佐藤理史，徳永健伸，大塚裕子，
佐渡島紗織，椿本弥生，沼田 寛













　　 「助動詞レル，ラレルへの意味アノテーション作業経過報告」，『第 2 回コーパス日本語学ワーク
ショップ予稿集』pp.59-68.（国立国語研究所）2012.9.
　保田 祥，柏野和佳子，立花幸子，丸山岳彦



























































　Makiro Tanaka and Hilofumi Yamamoto
　　 “A corpus study of emotive adjectives and verbs of the Heian Japanese”, Proceedings 13th 
ACIS International Conference on Software Engineering pp.377-380. IEEE Computer Society, 
2012.8.
《データベース類》











































　Makiro Tanaka and Hilofumi Yamamoto 
　　 “Emotive adjectives and verbs of the Heian Japanese”, Japanese associations for Digital 








































　　 田中牧郎「病院の言葉を分かりやすくする提案」（平成 24 年度東海北陸ブロック「医療安全管理
研修」講演，国立病院機構名古屋医療センター）2013.1.28.
４．ラジオ出演




























　本年度は，本プロジェクトにおいて 2 回の研究発表会（5 月 13 日・学習院大学，9 月 29 日・九州


























　　 “Corpus linguistics in Japan: Design and compilation of large-scale corpora of written and 
spoken Japanese”（ロシア科学アカデミー東洋学研究所）［招待講演］ 2012.6.
　Takehiko Maruyama
　　 “Speech segmentation by clausal and non-clausal boundaries in Japanese”, The Fifth 
International Conference on Cognitive Science, Abstracts Volume 2: Workshop “Spoken 
discourse corpora as a window on cognitive mechanisms of speech production”/ Воркшоп ≪Э
лектронные корпуса звучащей речи как инструмент изучения когнитивных механ
измов речепорождения≫ , pp.782-783. Kaliningrad, 2012.7.
　 柏野和佳子，立花幸子，保田 祥，飯田 龍，丸山岳彦，奥村 学，佐藤理史，徳永健伸，大塚裕子，
佐渡島紗織，椿本弥生，沼田 寛 
　　 「書籍テキストへの文体情報付与の試み ―『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の収録書籍を
対象に―」，『第 2 回 コーパス日本語学ワークショップ 予稿集』pp.155-164.（国立国語研究所）
2012.9.
　保田 祥，柏野和佳子，立花幸子，丸山岳彦 
　　 「「語りかけ性」を有すると判断される書きことばの表現」，『第 2 回 コーパス日本語学ワーク
ショップ予稿集』pp.43-50.（国立国語研究所）2012.9.
　丸山岳彦 
　　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』を用いた文末表現のバリエーションの分析（2）」，『第 2 回 
コーパス日本語学ワークショップ 予稿集』pp.207-214.（国立国語研究所）2012.9.
　丸山岳彦
　　「日本語コーパスの 50 年」，名古屋地区 NLP セミナー ［招待講演］ 2012.11.
　丸山岳彦
　　 「自発的な話し言葉の分析 ―発話の実時間的産出と非流暢性」，国際基督教大学 IERS 教育研究
所 2012 年度 第 12 回公開講演会，［招待講演］ 2013.2.
　保田 祥，柏野和佳子，立花幸子，丸山岳彦 
　　 「書きことばにおける「語りかけ」は何のために用いられるのか」，『第 3 回コーパス日本語学ワー
クショップ 予稿集』 pp.143-152.（国立国語研究所）2013.2.
　 柏野和佳子，立花幸子，保田 祥，飯田 龍，丸山岳彦，奥村 学，佐藤理史，徳永健伸，大塚裕子，
佐渡島紗織，椿本弥生，沼田 寛 




























































　　 「複合動詞・構成動詞間の意味的な共通性を計る指標の評価」，『言語処理学会第 19 回年次大会予
稿集』pp.757-760.（名古屋大学）2013.3.
　山口昌也
　　 「Web データに基づく複合動詞データベースの構築」，『第 2 回日本語コーパスワークショップ予
稿集』pp.215-220.（国立国語研究所）2012.9.
　山口昌也
　　 「個人用コーパスの作成とアノテーションを支援する環境の実現」，『第 3 回日本語コーパスワー
クショップ予稿集』pp.369-372.（国立国語研究所）2013.3.
　佐野香織，山口昌也






































　Yukio Tono，Makoto Yamazaki and Kikuo Maekawa
　　A Frequency Dictionary of Japanese: Core Vocabulary for Learners，Routledge, 2013.2.
《その他の出版物・記事》
　山崎 誠，内山清子，江田すみれ，小森 理，清水まさ子，高崎みどり，馬場俊臣，馬場康維，村田 年








　　 「コーパス日本語学のための理論的整備－定量的研究の理解のために－」，第 2 回一橋日本語教育
研究会大会（一橋大学）2013.2.16.
　山崎 誠






　　 「形態論情報を利用した BCCWJ 検索ツール『中納言』の機能とその日本語研究への活用」，日
本言語学会第 144 回大会（東京外国語大学）2012.6.16.
　Makoto Yamazaki
　　 “Quantitative analysis of the text structure using co-occurrence of words”, International 










【学歴】Harvard University, Linguistics & Philosophy 卒業（1976），筑波大学文芸言語研究科修士課
程修了（1980），Harvard University, Linguistics 博士課程修了（1985）





【学会等の役員・委員】Cahiers de Linguistique ‒ Asie Orientale（パリ）編集委員，『言語研究』（韓国）
















に 1 回の国際ワークショップを行う。「統語論班」の一部のメンバーは，海外の出版企画Mouton 




２．両班を合わせて 5 回の研究発表会を行った。そのほかに 2013 年 3 月，言語対照研究系の合同発
表研究会の形で行い，プロジェクト内外の出席者が 100 人を超えた。そのほかに，米コーネル大
学で研究発表会を主催し，プロジェクトメンバーを招き発表してもらった。
３．ムートン社ハンドブック（Handbook of Historical Japanese Linguistics）の執筆者 42 名から承
諾を得，各章の要旨を含めた出版計画を出版社に提出し，出版契約を結んだ。各章の提出締め切
りを2013年4月1日に定めた。「統語論班」のメンバーを幾人か執筆者として要旨を出してもらい，
Nominalizations as a source of main clause grammar という題目で John Benjamins 社の言語類
Ⅳ 教員の研究活動と成果 165
型論学シリーズTypological Studies in Language に提出する予定である。「音韻再建」のメンバー
3 人が Korean Linguistics（オランダ Brill 社）の特集号 “Korean Historical Linguistics” に論文
を投稿した。









　　 “The relationship between Japanese and Korean” In David N.Tranter (ed.) The Languages of 
Japan and Korea, pp.24-38. Routledge, 2012.
　John Whitman and Yuko Yanagida 
　　 “The formal syntax of alignment change” In Charlotte Galves, Sonia Cyrino, Ruth Lopes, 
Filomena Sandalo (eds.) Parameter Theory & Linguistic Change, pp.177-195. Oxford University 
Press, 2012.
　John Whitman 
　　 “Misparsing and syntactic reanalysis” In Ans van Kemenade & N. de Haas (eds.) Selected 
Papers from the 19th International Conference on Historical Linguistics , pp.69-87. John 
Benjamins, 2012.
　Jaklin Kornﬁlt and John Whitman. 
　　 “Genitive Subjects in TP Nominalizations” SinSpeC: Working Papers of the SFB 732: 
Incremental Speciﬁcation in Context, 9 , pp.39-72. Stuttgart University. 2012.
　John Whitman
　　 “The prehead relative clause problem” In Umut Özge (ed.) Proceedings of the 8th Workshop 




　　“The prehead relative clause problem”（ジェネーブ大学言語学科） ［招待講演］2012.5.15
　John Whitman 
　　 “The prehead relative clause problem”, The 8th Workshop on Altaic Formal Linguistics（ドイツ・
シュトゥットガルト大学）［招待講演］2012.5.18．
　Andrew Joseph and John Whitman
　　 “The diachronic consequences of the RTR analysis of Tungusic vowel harmony”, The 8th 
Workshop on Altaic Formal Linguistics.（ドイツ・シュトゥットガルト大学）2012.5.
　John Whitman




　　 “Hidden vernaculars: The glossed text and premodern reading”, 国際シンポジウム “Thinking 





　Bjarke Frellesvig and John Whitman
　　 “The historical source of the bigrade transitivity alternations in Japanese”, 国語研国際シンポ
ジウム「日本語の自他と項交替」NINJAL International Symposium on Valency Classes and 
Alternations in Japanese（国立国語研究所）2012.8.
　John Whitman 
　　“The prehead relative clause problem”（ハーバード大学言語学科）［招待講演］ 2012.10.
　Redouane Djamouri, Waltraud Paul and John Whitman
　　 “The constituent order of proto-Sino-Tibetan”, The 45th International Conference on Sino-




　Andrew Joseph, Seongyeon Ko, and John Whitman 
　　 “Comparative consequences of the tongue root harmony analysis for proto-Tungusic, proto-
Mongolic, and proto-Korean”, 国際シンポジウム Paradigm change in historical reconstruction: 




・International Workshop on Endangered Dialects in Korean and Japanese ( 企画・運営）2012.10.
・第 22 回 Japanese Korean Linguistics Conference （企画・運営）2012.10.



















2007　 第 1 回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』優秀賞：パルデシ・プラシャント，桐生和幸，
石田英明，小磯千尋（編）2007.『日本語―マラーティー語基本動詞用法事典』（428 ページ）。
財団法人博報児童教育振興会 2005 年度第 1 回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』の研
究助成支援による「日・マラーティー語の対照研究・日本語教育用基本動詞用法事典の作成」
プロジェクト報告書。
2000　 The Chatterjee-Ramanujan Prize for outstanding student contribution to “The Yearbook of 
South Asian Languages and Linguistics 2000”, Sage Publications. New Delhi, Thousand Oaks, 






























　Peter Hook，Prashant Pardeshi，Hsin-hsin Liang
　　 “Semantic neutrality in complex predicates: Evidence from East and South Asia”, Linguistics 50
（3）, pp.605-632. 2012.
　 Prashant Pardeshi，Shingo Imai，Kazuyuki Kiryu，Sangmok Lee，Shiro Akasegawa and 
Yasunari Imamura.
　　 “Compilation of Japanese Basic Verb Usage Handbook for JFL Learners : A project report”, 
Acta Linguistica Asiatica 2(2)，pp.37-64. 2012.
　　(Available online http://revije.ﬀ.uni-lj.si/ala/article/view/187)
　Prashant Pardeshi and Yuko Yoshinari. 
　　 “An investigation into the interaction between intentionality and the use of transitive/ 
intransitive expression: A contrastive study of Japanese and Marathi”, Journal of Japanese 
Linguistics 28, pp.77-88. 2012.
《データベース類》
・NINJAL-LWP for BCCWJ（NLB）1.10 版（2012.10 公開）http://nlb.ninjal.ac.jp/




　　 「〈共同研究プロジェクト紹介〉「述語構造の意味範疇の普遍性と多様性」」（Universals and 







　　 “Motion events in Marathi”, Department of Linguistics, Deccan College Post-Graduate and 
Research Institute, Pune, India. 2012.4.
　Prashant Pardeshi and Shiro Akasegawa
　　 “NLB: A Lexical-Profiling-Based Corpus Browsing System for the BCCWJ”, International 
Workshop on Corpus linguistics with a Special Focus on Korean and Japanese. (National 
Institute for Japanese Language and Linguistics (NINJAL), Tokyo.) 2012.10.
　赤瀬川史朗，プラシャント・パルデシ
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　　 「BCCWJ オンライン検索ツール NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB) 実習」，名古屋大学国際言語
文化研究科・応用言語学講座（名古屋大学） 2012.7.24.
　赤瀬川史朗，プラシャント・パルデシ
　　 「NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB) デモンストレーション」，日本語教育国際研究大会（ICJLE）
名古屋 2012（名古屋大学）2012.8.19.
　プラシャント・パルデシ，赤瀬川史朗
　　 「BCCWJ 検索ツール NLB 実習およびその研究・教育への応用」（九州大学言語文化研究室） 
2012.11.15.
　プラシャント・パルデシ，赤瀬川史朗 


































　　 “Mermaid construction in Ainu,” In: Tsunoda Tasaku (ed.) Adnominal Clauses and the ‘Mermaid 















2011　Yanyan Luo, Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto
　　　 Best paper award of the 7th International Conference on Natural Language Processing and 
Knowledge Engineering, “Dual Decomposition for Predicate-Argument Structure Analysis” 
2010　Katsumasa Yoshikawa, Tsutomu Hirao, Sebastian Riedel, Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto
　　　 The Best Paper Award of the SMBM2010 (the Fourth International Symposium on Semantic 
Mining in Biomedicine), “Coreference Based Event-Argument Relation Extraction on 
Biomedical Text”
2008　岩立将和，淺原正幸，松本裕治
　　　 言語処理学会第 14 回年次大会 優秀発表賞，「トーナメントモデルを用いた日本語係り受け解
析」
2003　淺原正幸




１．2012 年度は機材の調達と 2 名の PD フェローの採用を行い研究の環境整備を行った。






２．アノテーション関連の研究について論文誌「自然言語処理」に 3 本の論文を投稿し，このうち 2
本が 2013 年 6 月号に掲載された。関連する内容で現在 EMNLP-2013 に 2 本，PACLIC-2013 に 1
本の国際会議論文を投稿中である。







　Asad Habib, Masakazu Iwatate, Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto
　　 “Keypad for large letter-set languages and small touch-screen devices (Case study: Urdu)”, 
International Journal of Computer Science Issues 9(3), pp. 47-58. 2012.5．
《国際会議録》
　Asad Habib, Masakazu Iwatate, Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto, Wajeeha Khalil
　　 “Optimized and hygienic touch screen keyboard for large set languages”, Proceedings of 
International Conference on Ubiquitous Information Management and Communication 
(ICMIMC-2013), (Malaysia) 2013.1.
　Katsumasa Yoshikawa, Masayuki Asahara, Ryu Iida
　　 “Identifying temporal relations by sentence and document optimizations”, Proceedings of the 
24th International Conference on Computational Linguistics (COLING-2012) (Mumbai, India) 
2012.12．
　 Akihiro Inokuchi, Ayumu Yamaoka, Takashi Washio, Yuji Matsumoto, Masayuki Asahara, 
Masakazu Iwatate and Hideto Kazawa
　　 “Mining rules for rewriting states in a transition-based dependency parser”, Proceedings of the 
12th Pacific Rim International Conference on Artificial Intelligence (PRICAI-2012) (Kuching, 
Sarawak, Malaysia,) 2012.9.
　Katsuhiko Hayashi, Taro Watanabe, Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto
　　 “Head-driven transition-based parsing with top-down prediction”, Proceedings of the 50th 
Annual Meeting of the Association for Computational Linguistics (Volume 1: Long Papers) 
(ACL-2012) (Jeju Island, Korea) 2012.7．
【講演・口頭発表】
　宋 東旭，淺原正幸，古宮嘉那子，小谷善行 
　　 「機械学習による中国語助詞の用法解析」，『第 3 回コーパス日本語学ワークショップ』（国立国語
研究所）2013.3.
　小西 光，小山田由紀，淺原正幸，柏野和佳子，前川喜久雄
　　 「BCCWJ 係り受け関係アノテーション付与のための文境界認定」，『第 3 回コーパス日本語学ワー
クショップ』（国立国語研究所）2013.3.
　淺原正幸，前川喜久雄
　　 「Web を母集団とした超大規模コーパスの設計」，『第 3 回コーパス日本語学ワークショップ』（国
立国語研究所）2013.3.
　淺原正幸
















　　 「Web を母集団とした超大規模コーパスの設計」，『言語処理学会第 19 回年次大会論文集』（名古
屋大学）2013.3.
　小西 光，淺原正幸，前川喜久雄






・EACL-2012 Program Committee Member　2012.







　　 “A Study of Algebraic and Graph-Theoretic Frameworks for Generalized Forward-Backward 
Algorithms”
　Asad Habib（奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科，2012）

























　最も大きな成果としては，韓国語話者 3 名，中国語話者 3 名の日本語学習者の 3 年間の縦断調査
による発話データ（約 47 時間分，約 87 万語）を C-JAS（Corpus of Japanese as a second language）
として公開した。また，そのデータを分析，日本語学習者の誤用を学習者のストラテジーととらえ，
習得過程で見られる日本語使用の特徴を取り上げ，「日本語非母語話者の工夫」『日本語教育のための









た。また，海外 19 地域，12 の異なった母語の日本語学習者の言語コーパスの構築のためのグランド









































































　　第 7 回「日本語教育に生かす第二言語習得研究 ―学習者にとって何が難しいのか―」（北海道大
学）2012.6.24.





























１．野田尚史（編）『日本語教育のためのコミュニケーション研究』（2012 年 5 月，くろしお出版）
の出版や，国立国語研究所日本語教育研究・情報センター主催のシンポジウム「コミュニケーショ
ンのための日本語教育研究」（2012 年 11 月，東京・星陵会館）の開催，中国日語教学研究会江







（2012 年 8 月，名古屋大学）や，日本語教育学会 2012 年度春季大会での口頭発表「上級日本語
学習者の読み誤り ―学習者は学術論文をどこで読み誤るか―」（2012 年 5 月，拓殖大学），フラ
ンス日本語教師会特別勉強会での講演「実践的な日本語読解教材の作成 ―グルメサイトのクチ
















　　 「コミュニケーション能力を高める日本語教材」，Journal CAJLE 12, pp.1-21. Canadian Association 





























































































































　　 「「できる」とはどういうことなのか？ ―他領域との協働による課題解決にむけて―」，2012 年





















































































　　『異文化コミュニケーション事典』，春風社，2013.1. の中の以下の 9 項目を執筆
　　　319　 欧州言語共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages: 
Learning, teaching, assessment）
　　　528　日本人移民（Japanese migrants）
　　　529　移民国家（immigrant nation / country of immigration）
　　　533　多文化家族（multicultural families）
　　　538　外国人集住地域（areas of concentrated foreign settlement）
　　　553　定住外国人と第三国定住（foreign residents and third country resettlement）



















　　 「日本における地域日本語教育の展開と複言語・複文化主義 ―CEFR の考え方と枠組みを踏まえ




　　 “Database of Japanese language learners conversation that has been collected by the 
Longitudinal Survey” and a consideration of methods for its utilization.







　　 「多人数による話し合い場面からみえてくること ―OPI の枠組みを活用した縦断調査の結果を踏









能代市等）や NPO，国際交流協会等（浜松市，西東京市，練馬区，札幌市）の研修等（合計約 10 数


























　　「改定常用漢字表を検証する」，『国語教育史研究』弟 12 号，pp.38-41. 国語教育史学会，2012.
《その他の出版物・記事》
　島村直己，佐藤亮一，正保 勇，飛田良文































開研究発表会，2013 年 1 月），「滞日パキスタン人の言語使用」（NINJAL サロン，2012 年 6 月），「多
文化共生社会における日本語教育の役割についての一考察 ―少数派滞日パキスタン人の言語生活を


























　アメリカ・テネシー州ルイズビル：National Center for Family Literacy が運営する Family 
Literacy Program の実践に関するインタビュー及び訪問調査
【その他の学術的・社会的活動】
・シンポジウム「越境する家族の子どもの現状と支援 ―富山に住む外国人の子どもたち―」，第 3 回
移民コミュニティの言語生活研究会（代表：福永由佳 トヤマヤポニカとの共催）（サンシップ富山）
2013.2.23（企画・運営）





















































































　2012 年 7 月 10 日　 所長候補者選考委員会設置
　2012 年 7 月 25 日　 所長候補者選考委員会（第 1 回）開催
　2012 年 8 月 31 日　 所長候補者選考委員会（第 2 回）開催（メール審議）
　2012 年 10 月 19 日　運営会議に適任者名簿を提出
　　　　　　　　　　 現国立国語研究所長 影山太郎氏を所長候補者に決定












　2012 年 4 月 19 日（第 1 回：メール審議），2012 年 6 月 22 日（第 2 回）
　　言語対照研究系 特任准教授としてブガエワ・アンナ（Anna Bugaeva）氏を運営会議に推薦
　　（2012 年 7 月 10 日開催の運営会議で採用決定）
　2012 年 6 月 22 日（第 2 回），2012 年 10 月 18 日（第 4 回）　
　　時空間変異研究系 特任助教として竹田晃子氏を運営会議に推薦
　　（2012 年 10 月 19 日開催の運営会議で採用決定）
　2012 年 8 月 1 日（第 3 回：メール審議），2012 年 10 月 18 日（第 4 回）
　　研究情報資料センター 特任助教として籠宮隆之氏を運営会議に推薦










　2012 年 4 月 27 日
　　 角田太作氏（元国立国語研究所教授）の在職中の業績から名誉教授の称号授与に足りる功績があ
るものと判断，運営会議に推薦












る自己点検・評価の実施，外部評価委員会の開催を行う。2012 年度に部会は 2 回開催した。
　研究・教育部会では，各研究系及びセンター，共同研究プロジェクトの自己点検・評価を実施する。














































　・11 月 6 日～ 7 日（2 日間）
　　2012 年 9 月終了の共同研究プロジェクトに係るヒアリング（研究成果報告）
　　独創・発展型 5 件，領域指定型 1 件，萌芽・発掘型 4 件
　・2 月 9 日～ 10 日（2 日間）
　　 2012 年度基幹型共同研究プロジェクト及び研究系・センター自己点検評価ヒアリング（研究成
果報告及び外部評価委員評価）
　　基幹型 15 件，研究系・センター 7 件
　・2 月 20 日，22 日（2 日間）
　　 2012 年度領域指定型，独創・発展型，萌芽・発掘型共同研究プロジェクト自己点検評価ヒアリ
ング（研究成果報告）

















○第 5 回所長賞：2012 年度前期（2012 年 4 月 1 日～ 9 月 30 日）
　・金 愛蘭（時空間変異研究系プロジェクト非常勤研究員）
　　　〈論文〉
　　　 論文「20 世紀後半の新聞語彙における外来語の基本語化」（『阪大日本語研究別冊 3』2011 年 2









○第 6 回所長賞：2012 年度後期（2012 年 10 月 1 日～ 2013 年 3 月 31 日）
　・窪薗晴夫（理論・構造研究系 教授・系長）
　　　〈ジャーナル特集号編集〉
　　　 世界的に定評のある学術専門誌Lingua の 1 つの号を，8 本の論文からなる特集号（Vol.122, 
Issue13  Special issue）として編集した。特集号の編集は，当該分野における第一人者が
行うもので，内 1 本は自身の論文 “Varieties of pitch accent systems in Japanese”（Lingua 




　　　 世界的に定評のある学術専誌Lingua に論文 “Three Types of Accent Kernels in Japanese” 
（Lingua Vol.122, Issue13 (Oct.2012), pp.1415-1440.）が掲載された。
　・朝日祥之（時空間変異研究系 准教授）
　　　〈著書〉







対して授与される日本言語学会大会発表賞を，日本言語学会第 144 回大会（2012 年春季，東
京外国語大学）「町名のアクセント：アクセントの平板化と言語内的要因」により受賞した（受




対して授与される日本言語学会大会発表賞を，日本言語学会第 144 回大会（2012 年春季，東
京外国語大学）「父称 Mac-/Mc- で始まる姓の借用語における促音化：つづり字と音節構造」
により受賞した（受賞決定：2012 年 10 月 30 日）。
研究教育職員の異動（2012 年度中の異動者）5
2012.4.1 教授 ･ センター長 迫田 久美子 採用 広島大学教授より
2012.4.1 教授 野田 尚史 採用 大阪府立大学教授より
2012.4.1 副所長 木部 暢子 再任 
2012.4.1 研究系長 ジョン・ホイットマン 新規 
2012.4.1 特任准教授 淺原 正幸 任用更新 
2012.4.1 客員教授 上野 善道 任用更新 
2012.4.1 客員教授 益岡 隆志 任用更新 
2012.4.1 客員教授 真田 信治 任用更新 
2012.4.1 客員教授 松森 晶子 任用更新 
2012.4.1 客員教授 田窪 行則 任用更新 
2012.4.1 客員教授 狩俣 繁久 任用更新 
2012.4.1 客員准教授 青木 博史 任用更新 
2012.4.1 客員教授 近藤 泰弘 任用更新 
2012.4.1 客員教授 伝 康晴 任用更新 
2012.4.1 客員教授 ビャーケ・フレレスビッグ 任用更新 
2012.4.1 客員准教授 下地 理則 任用更新 
2012.4.1 客員准教授 ハイコ・ナロック 任用更新 
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2012.4.1 客員教授 中山 峰治 採用 
2012.4.1 客員教授 井上 史雄 採用 
2012.4.1 客員教授 鳥飼 玖美子 採用 
2012.4.1 客員教授 南 雅彦 採用 
2012.5.1 客員教授 白井 恭弘 採用 
2012.5.17 客員教授 アレキサンダー・ボビン 採用 
2012.6.1 客員教授 柴谷 方良 採用 
2012.7.1 客員教授 アーミン・メスター 採用 
2012.8.18 客員教授 アレキサンダー・ボビン 退職 
2012.8.31 客員教授 アーミン・メスター 退職 
2012.8.31 客員教授 ビャーケ・フレレスビッグ 退職 
2012.9.24 客員教授 ピーター・フック 採用 
2012.10.1 客員教授 金水 敏 採用 
2012.11.1 特任助教 竹田 晃子 採用 
2012.11.16 客員教授 ピーター・フック 退職 
2012.12.1 特任准教授 アンナ・ブガエワ 採用 早稲田大学准教授より
2012.12.31 客員教授 柴谷 方良 退職 
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このたび，第二期中期計画の 3 年目という節目にあたり平成 24 年度の研究所における活動全般につ
いて，外部評価委員会による評価を実施しました。 












平成 25 年 6 月 
国立国語研究所長 








平成 24 年度の国立国語研究所の外部評価を次のように実施しました。 
 
平成 24 年 12 月 27 日   国立国語研究所平成 24 年度外部評価委員会（第 1 回） 
平成 25 年 2 月 9，10 日    平成 24 年度共同研究プロジェクトヒアリング 











































































担当： 樺山 紘一 













































































◎ 樺山  紘一  印刷博物館館長，東京大学名誉教授，元国立西洋美術館館長 
専門：フランス中世史 
 
○ 林   史典  聖徳大学言語文化研究所長，筑波大学名誉教授，元筑波大学副学長 
専門：日本語史 
 
仁科 喜久子  東京工業大学名誉教授 
専門：日本語教育，コーパス言語学 
 
門倉  正美  横浜国立大学名誉教授，日本語教育学会副会長 
専門：日本語教育 
 
後藤   斉  東北大学大学院文学研究科教授 
専門：コーパス言語学 
 
渋谷  勝己  大阪大学大学院文学研究科教授，日本学術会議連携委員 
専門：日本語方言 
 
早津 恵美子  東京外国語大学大学院総合国際学研究院教授 
専門：日本語文法，意味論 
 




任期：平成 24 年 10 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日（2 年） 
 































































国立国語研究所 平成 24 年度外部評価委員会（第 1 回）議事次第 
 
 
日 時：平成 24 年 12 月 27 日（金）11:30～13:30  
 








議事 1 第二期中期目標・中期計画・22 年度～24 年度計画と実施状況の説明 






国立国語研究所 平成 25 年度外部評価委員会（第 1 回）議事次第 
 
 
日 時：平成 25 年 5 月 21 日（火）10：30～12:30 
 




議事 1 前回議事概要（案）の確認 




議事 3 第二期中期目標・中期計画・平成 25 年度計画について 
議事 4 その他 
・24 年度監事監査での検討事項について 
・25 年度共同研究プロジェクト評価について 
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